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津田　Webコンテンツの運営を手がけ、1,000万
ヒットのサイトを多数生んできたノウハウにヒ
ントがあります。例えば、企業のWebサイトで、
SEO（検索エンジン対策）で検索順位が上がって
も、サイトの内容が薄いとユーザーにとって充実
したサイトとは言えない。大切なのは、ユーザー
が喉から手が出るほど欲しい質の高い情報を、大
量に発信することです。そこを徹底すればクチコ
ミでサイトの評判は上がり、アクセス数も増え、
情報が活きる。そこがWeb の本質です。
藍子　情報の質と量が揃うことが重要ですね。
津田　多くの情報を整理して、ユーザーが見たい
カテゴリにアウトプットするのが弊社の使命です。

ゲスト 津田 武

情報量をサイトの質に変え、Webとリアルの融合を追求し
てきたノウハウを活かし、企業の人材登用の活性化を図る
新たな仕組みを提案する津田武さんをお招きしました。

ビジネスコンシェルジュとして、経営者コミュニティーを13
年間つくりあげてきた牛原藍子氏が、毎回ゲストをお迎えし
て対談するコーナー。主催する交流会、on-line経営者コミュニ
ティーには様々なベンチャー経営者が集う。

株式会社ベンチャーサポート
http://venturesupport.co.jp　aiko@venturesupport.co.jp

ニューインデックス株式会社
代表取締役社長
http://newindex.co.jp
1978年 三 重 県 生 ま れ。法 政 大 学 を 卒 業 後、
米テキサス州のUniversity of DallasでMBA
修了。帰国後、新日鉄住金ソリューションズ

（株）にて多くの大型プロジェクトで実績を
挙 げ、独 立。2008年 に ニ ュ ー イ ン デ ッ ク ス
式会社（株）を設立した。これまでに1,000万
ヒットクラスのウェブサイトを複数立ち上
げ、知見やノウハウをビジネスに応用。営業
的観点と、持ち前のクリエイティビティで、
常に新たな仕組みを考案している。

藍子　IT分野での企業プロデュースで成果を上げつつ、企業と学生を
マッチングするプロジェクトが進行中と伺いました。
津田　『ガクセン』というサービスで、自ら考えて行動し、問題解決がで
きる優秀な学生を取材して、サイトに掲載します。気になる学生に企業
がオファーできる仕組みです。
藍子　年間498,000円で、優秀な学生を探す時間を短縮できる。
企業にとっては嬉しい仕組みですね。
津田　最近では、逆に気になる経営者に学生がアプローチできる『社
長のカバン持ち』もスタートしました。学生が自分の憧れる社長にア
プローチして共に行動する機会を得る仕組みです。学生にとっては質
の高い勉強の機会に、経営者にとっては優秀な人材を採用できる機会
になります。
藍子　双方にとってメリットのあるプロジェクトですね。
津田　Web上にある情報を増やすことで、企業と学生の出会いの質を
高めることを目指しています。
藍子　まさに、Webとリアルの融合ですね。アイデアはどこから？
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